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抄録

幼児教育現場で行われている身体表現は多様な動き経験と十分な活動量の確保が期待さ

れる活動である。しかし、指導が難しいことが課題とされており、苦手意識をもつ幼児が

多いことや、活動時の保育者の幼児に対する動機づけが難しいことが指摘されている。本

研究では大学生を対象に何も持たない状態と教具（新聞紙・タオル・スカーフ・ポンポン）

を持った状態の身体表現中の動画を鑑賞させ、５件法を用いた楽しさに関するアンケート

に回答させた。その結果、スカーフ条件・ポンポン条件が他の条件と比較し、有意な高値

を示した。身体表現鑑賞時に、普段触れることの少ない素材であり、彩度の高い色の教具

を使用することで楽しそうに見えることが明らかになった。
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Ⅰ．緒言
幼児期はプレ・ゴールデンエイジにあたり、発達が著しく、特に神経系は幼児期にほぼ

成人と同様になるまでに発達する１）。この時期に発達段階に応じた様々な活動や運動を通

して、多様な動きを経験させることにより、基本的な日常動作や、危険回避動作、将来的

にスポーツに結びつく動作が習得されていく２）。また、この時期には60分の運動を行うこ

とが望ましいとされており、生活の中で十分な運動量の確保が必要とされる３）。しかし、

現代の幼児は、家事の手伝いなど、日常生活において多様な動きを経験する機会が減少し

ている２）。また、「時間・空間・仲間」の三間の減少や、科学技術の飛躍的発達により生

活全体が便利になっていることから、運動機会、運動量が減少している。これらのことが

原因となり、１日60分以上の運動を行うことができていない幼児が約４割いる２）。以上の

ことから、幼児教育現場において、発達段階を考慮した多様な動きを習得できる活動を取

り入れ、身体を動かす機会を十分に確保することが必要である。一方で、運動遊びの指導

理念や幼児教育現場における運動能力の施策の現状は、子どもの体力低下の改善に対して
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必ずしも効果的な状態ではないことが指摘されている４）。

『幼稚園教育要領』５）には、幼児期の健やかな成長のために、「健康」「人間関係」「環境」

「言葉」「表現」からなる５領域が設定されている。幼児期は様々な側面が、相互に影響を

与え合いながら発達していく５）。このことから、幼児教育現場において、５領域の複数の

ねらいの達成が期待される活動が必要であると考えられる。その活動の一つとして、身体

表現があげられる。身体表現は、体を使った遊びに伴う自己表現や他者とのコミュニケー

ション等の精神活動を促し、言葉の発達ならびに健やかな心と体をバランスよく育む活動

である６）。また、身体表現は子どもたちが自分の感性や知性を活かしてイメージを膨らま

せ、体を使って動きを工夫し、表現する喜びを味わうことがねらいとされている７）。さら

に、身体表現は活動を通して友達とのかかわりが豊かになることが明らかにされている８）。

以上のことから、身体表現は『幼稚園教育要領』の５領域における様々なねらいの達成が

期待される活動である。

身体表現は、文部科学省が提唱する多様な動きをつくる運動要素（ア）体のバランスを

とる運動（イ）体を移動する運動（ウ）用具を操作する運動（エ）力試しの運動（オ）基

本的な動きを組み合わせる運動９）を、題材や教具などの環境構成を通して取り入れるこ

とができる。このことから、身体表現を行うことによって、多様な動きの経験と一定の運

動量の確保が期待される。しかし、身体表現は苦手意識をもつ幼児が多いことや、保育者

が指導に困難を感じていること、環境構成が難しいこと、幼児への動機付けが難しいこと

が課題としてあげられている10）。身体表現は表現力の向上に関する検討が行われている一

方で、これまでの身体表現の研究が現場指導に密着した実践研究に偏っており、事例研究

だけでは保育者の日々の指導や教育体制のあり方、環境構成に活用できる普遍的な情報を

得ることは難しいと指摘している６）。身体表現における具体的な環境構成の検討した研究

は少なく、現在の身体表現の課題といえる。

活動に取り組むためには動機づけが必要であり、特に、個人において活動自体に楽しさ

や喜びを感じる内発的動機づけ11）によって、自発的に活動に取り組むことができる。身

体表現においても内発的動機づけにつながる指導を行うことによって、身体表現が苦手な

幼児でも活動に取り組めるようになることが考えられる。幼児教育現場の環境構成では、

様々な教具が使用されているが、身体表現において、教具と活動に対する動機づけとの関

係を検討した研究は見当たらない。身体表現にて扱う教具が動機づけに及ぼす影響を明ら

かにすることで、教師が行う環境構成の一選択肢となりうることが期待される。

そこで本研究は、身体表現における教具の違いが、内発的動機づけに及ぼす影響を明ら

かにすることを目的とした。
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Ⅱ．方法
１．対象者

健常な大学生 男性15名（年齢21.3±0.5歳）、女性43名（年齢21.5±0.5歳）、計58名を対

象とした。対象者には先だって本研究の目的について説明し、参加の同意を得た。

２．測定方法

大学生男女１名ずつが腕を大きく動かす簡単な身体運動をビデオカメラにて撮影し、対

象者にその動画を見せた。その後、楽しさに関するアンケート（資料１）に答えさせた。

動画を見せる際、使用した教具を実際に見たり、触ったりできるようにそれぞれ対象者の

目の前に配置した。動画は２回通り流し、すべての動画視聴後にすぐにアンケートを記入

させ、その場で回収した。

３．測定条件

⑴対象者に見せた動画の動き

以下の動きをBPM＝120のテンポに設定し、それぞれ動きで８カウント、合計24カウン

トを続けて行った。

Ａ．両手で遠くの人に手を振る動き

左右対称に両手を肩の高さで横に伸ばした状態から、半円を頭の上で描くように両手を

動かす。４拍で手が元の位置に手が戻るように動かす。

Ｂ．両手を体の前で八の字に振る動き

両手をそろえて伸ばし、体のまえで八の字を描くように動かす。４拍で手が元の位置に

戻るように動かす。

Ｃ．両手をからだの前で大きく円を描く動き

左右対称に両手を肩の高さで伸ばし、内回りに体の前で大きく円を描くように動かす。

２拍で手が元の位置に戻るように動かす。

⑵条件の種類

ａ．統制条件

両手に何も持たずに上記の動きを行った（図１）。

ｂ．新聞紙条件

新聞紙を縦に半分に切ったものを使用した。両手で１枚ずつ、それぞれの新聞紙の角を

握った状態で行った（図２）。

図２．身体表現中の動画（新聞紙）図１．身体表現中の動画（統制条件）
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ｃ．タオル条件

タオル（縦.約30cm 横.約80cm）を使用した。右手に水色のタオル、左手に黄色のタオ

ルをそれぞれのタオルの横の真ん中の部分を握った状態で行った（図３）。

ｄ．スカーフ条件

浮遊スカーフ60　B-2306を使用した。右手に青色のスカーフ、左手に黄色のスカーフ

をそれぞれのスカーフの角を握った状態で行った（図４）。

ｅ．ポンポン条件

ポンポン（直径約45センチ）を使用した。右手に青色のポンポン、左手に黄色のポンポ

ンをそれぞれのポンポンの中心を握った状態で行った（図５）。

４．測定項目

５件法を用いた楽しさを問うアンケートに答えさせた。アンケートはそれぞれの条件に

対し、１. 全く楽しそうではないから５. とても楽しそうの５段階で答えるものとした。同

時に対象者のこれまでのダンス経験（学校での授業を除く）の有無を調査した。得られた

データから、各条件においてアンケート結果の平均を算出し、条件間で比較した。またダ

ンス経験あり群とダンス経験なし群において各条件のアンケート結果の平均を算出し、群

間で比較した。

５．統計処理

測定値は平均値±標準偏差で示した。各条件におけるアンケート結果の比較を繰り返し

のある一元配置分散分析を行った。ダンス経験あり群、ダンス経験なし群間の各条件の比

較を、対応無しのt検定を行った。統計処理は（Excel）を用いて行い、有意水準は５％未

満とした。

図４．身体表現中の動画（スカーフ）図３．身体表現中の動画（タオル）

図5.　身体表現中の動画（ポンポン条件）



−63−

Ⅲ．結果
アンケートの回収率は100％であった。各条件の平均得点は統制条件2.2±0.8点、新聞紙

条件3.0±0.9点、タオル条件3.1±0.9点、ポンポン条件4.1±0.8点、スカーフ条件4.3±0.8点

であった。各条件間の比較において、統制条件が他の条件と比較して有意な低値を示し、

スカーフ条件・ポンポン条件がタオル条件・新聞紙条件と比較して有意な高値を示した（図

６）。ダンス経験の有無間の各条件の平均の比較において、有意な差は認められなかった（図

７-11）。

図６．各条件間の楽しさの比較（＊：p<0.05） 図７．経験間の比較（統制条件）

図８．経験間の比較（新聞紙） 図９．経験間の比較（タオル）

図10．経験間の比較（スカーフ） 図11．経験間の比較（ポンポン）
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Ⅳ．考察
身体表現中の動画を見た際の楽しさに関するアンケートの結果、新聞紙条件、タオル条

件、スカーフ条件、ポンポン条件が統制条件と比較して有意な高値を示した（図６）。教

具を使用することにより、活動に対する意欲関心が高まることが明らかにされている12）。

また、拡大的で活動性の高い動作は肯定的な感情に結びつく13）。本研究においても、教具

を使用することにより、活動に対する意欲関心を高め、何も持たない状態に比べ、表現中

の動作がより拡大的に見えたため、教具を持った条件が統制条件と比較して楽しそうに見

えたことが考えられた。

教具を持った条件の中でもスカーフ条件とポンポン条件が新聞紙条件、タオル条件と比

較して有意な高値を示した（図６）。身体表現において教具を使用した際には、教具によっ

て、そのものの素材を楽しむことが明らかにされている14）。また、内発的動機づけを促進

する好奇心は、新しいものや珍しい物への探索や接近である15）。本研究では、動画再生と

同時に実際の教具に触れることができ、対象者は教具の素材を味わうことができる状態で

あった。スカーフ、ポンポンは新聞紙・タオルに比べ、普段の生活の中で触れることの少

ない珍しい素材であることが予想されるため、教具を使用した条件の中でも興味を持った

ことが考えられる。また、本研究で使用したスカーフとポンポンは、新聞紙、タオルに比

べて彩度が高い色をしていた。色がもたらす心情変化は、はっきりとした派手な色ほど、

陽気で動的な感情をもたらすことが明らかになっている16）。そのため、教具を使用した条

件の中でもスカーフ条件、ポンポン条件が陽気で楽しそうに見えたことが考えられる。以

上より、身体表現を鑑賞させるときには、教具の中でも普段あまり触れることのない素材

かつ、彩度の高い色のものを用いることでより興味を持ち、楽しそうに見えることが示唆

された。

また、過去の運動経験は、のちの運動に対する活動意欲につながることが示唆されてい

る17）。本研究は、大学生を対象に調査を行ったため、これまでのダンスや身体表現の経験

量が異なることが考えられた。そこでダンスや身体表現の経験の有無を同時に調査し、学

校の授業外のダンス経験の有無間にて、アンケート結果の比較を行った。その結果、ダン

ス経験の有無間に有意な差はみられなかった（図７-11）。体育授業の運動の楽しさに関す

る検討で、鑑賞、応援時はそれまでの運動経験が楽しさに影響しないことが明らかにされ

ている18）。本研究においては身体表現の動画の鑑賞のみであり、実際の身体表現は行って

いないため、経験の有無の間に有意な差がみられなかったことが考えられた。以上のこと

から身体表現を見る場合には、ダンスや身体表現の経験の有無にかかわらず、教具を持っ

た状態が楽しそうに見えることが示唆された。

身体表現の動きのイメージは他者の動きを模倣することによって喚起される７）。そのた

め、見本となる保育者が、幼児の前で身体表現を実際に行うことにより、幼児が動きのイ

メージをもつことができる。その際、保育者が彩度の高い教具を使用して見本となること

で楽しそうに見え、活動の動機づけになり、身体表現に苦手意識をもつ幼児が参加できる
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ようになる指導の一手段となりうることが期待される。

しかしながら、本研究では大学生を対象に実験を行っているため、幼児の教具に対する

興味関心とは異なる可能性が考えられる。今後は本研究で得られた基礎資料をもとに、幼

児を対象に実験を行う必要がある。

Ⅴ．まとめ
本研究では身体表現における教具の違いが、内発的動機づけに及ぼす影響を検討した。

その結果、身体表現の動画を鑑賞した際の楽しさに関するアンケートにおいて、統制条

件と比較して、新聞紙条件、タオル条件、スカーフ条件、ポンポン条件が有意な高値を示

し、スカーフ条件、ポンポン条件が新聞紙条件、タオル条件と比較して有意な高値を示し

た。以上のことから、身体表現鑑賞時に、普段触れることの少ない素材であり、彩度の高

い色の教具を使用することで楽しそうに見えることが明らかになった。
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